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６ 月 定 例 会

※　議員の原稿をそのまま掲載しています。

市政に対する一般質問市政に対する一般質問
　市政に対する一般質問は、６月３日・４日の２日間
の日程で、９人の議員が行いました。
　遅霜による農作物被害の実態や支援について、また
新型コロナウイルスワクチンの課題と今後の対応につ
いて市長や教育長等の見解を求めました。

　令和３年度第２回市議会定例会（６月定例会）
は、５月３１日から６月１１日までの１２日間の会期
で開かれました。
　初日の本会議で、市長提出の報告案件９件と
人事案件１件について同意しました。そのほ
か、令和３年度一般会計補正予算や一般議案１
件が上程され、予算特別委員会及び所管常任委
員会に付託され、右記日程で審査を行い、最終
日の本会議で採決が行われました。
　また、定例会最終日には、委員会提出議案１
件が上程され採決が行われました。
（採決結果は９ページに掲載してあります。）

審　査　日　程
月　日 内　　容

５／３１（月） 本会議（会期の決定、提案理由の説明、予
　　　　算特別委員会の設置など）

６／３（木）
６／４（金） 本会議（市政に対する一般質問）

６／７（月） 総務教育常任委員会（付託案件の審査）

６／８（火） 経済建設常任委員会（付託案件の審査）

６／９（水） 予算特別委員会（付託案件の審査、討論、
　　　　　　　　表決）

６／１１（金） 本会議（委員長報告、質疑、討論、表決など）
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一 般 質 問

遅
霜
に
よ
る

農
作
物
被
害
へ
の
支
援
を

　
４
月
の
凍
霜
害
に
よ
る
農
作

物
の
被
害
は
甚
大
で
、
特
に
紅

秀
峰
は
収
穫
皆
無
の
園
地
も
あ

る
。
今
後
の
技
術
的
支
援
と
と

も
に
早
期
に
無
利
子
の
融
資
、

消
毒
や
肥
料
な
ど
の
農
業
資
材

に
か
か
る
費
用
へ
の
補
助
を
行

う
な
ど
、
す
で
に
支
出
し
た
経

費
を
補
填
す
る
施
策
が
必
要
と

思
う
が
考
え
を
伺
い
た
い
。

山
本
市
長　
今
後
の
収
量
を
確

保
す
る
た
め
、
市
農
協
や
県
農

業
技
術
普
及
課
と
連
携
し
な
が

ら
、
作
物
の
管
理
や
防
除
の
徹

底
に
つ
い
て
広
報
す
る
と
と
も

に
、
随
時
、
農
家
へ
の
情
報
提

供
を
行
う
な
ど
の
指
導
に
当

た
っ
て
い
き
た
い
。

　
ま
た
、
遅
霜
被
害
の
収
量
減

予
想
に
よ
り
、
こ
れ
か
ら
の
農

業
経
営
に
影
響
が
及
ぶ
こ
と
も

懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
今
後

の
生
育
状
況
や
収
穫
量
、
さ
ら

に
は
価
格
の
動
向
に
も
十
分
目

を
配
り
な
が
ら
、
ど
の
よ
う
な

支
援
が
必
要
と
な
る
か
、
県
の

緊
急
対
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
が
示
さ

れ
た
の
で
、
県
や
農
業
関
係
機

関
と
も
協
議
し
な
が
ら
対
応
を

進
め
て
い
き
た
い
。

寺
津
児
童
館
の

今
後
の
あ
り
方
は

　
「
第
２
期
天
童
市
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
事
業
計
画
」
で
は

児
童
館
に
つ
い
て
、
認
定
こ
ど

も
園
へ
の
移
行
を
進
め
る
と
し

て
い
る
。
寺
津
児
童
館
に
つ
い

て
も
早
期
の
移
行
を
求
め
る
も

の
だ
が
、
考
え
を
伺
い
た
い
。

山
本
市
長　
認
定
こ
ど
も
園
は

児
童
館
と
異
な
り
、
０
歳
児
か

ら
２
歳
児
の
保
育
も
可
能
と
な

る
た
め
、
対
象
年
齢
が
拡
大
さ

れ
る
。
施
設
を
効
率
的
に
運
営

し
て
い
く
た
め
に
は
、
年
齢
ご

と
一
定
の
児
童
数
の
確
保
が
必

要
と
な
る
。

　
認
定
こ
ど
も
園
の
運
営
主
体

に
つ
い
て
は
、
民
間
の
事
業
者

を
予
定
し
て
い
る
た
め
、
安
定

し
た
事
業
経
営
が
見
込
め
る
計

画
が
必
要
と
な
る
。

　
寺
津
児
童
館
に
つ
い
て
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
あ
る
中

で
、
市
全
体
の
保
育
需
要
や
他

の
公
立
施
設
の
あ
り
方
と
と
も

に
慎
重
に
検
討
し
て
い
く
。

石い
し

垣が
き

昭し
ょ
う

一い
ち

議
員

教
育
山
形
「
さ
ん
さ
ん
」

プ
ラ
ン
の
効
果
は

　
山
形
県
の
「
さ
ん
さ
ん
」
プ

ラ
ン
が
導
入
さ
れ
て
20
年
経
つ

が
、
天
童
市
教
育
委
員
会
と
し

て
、
そ
の
効
果
を
ど
う
評
価
し

て
い
る
か
。

　
単
学
年
１
学
級
の
場
合
、
40

人
近
い
学
級
が
あ
る
と
聞
く
が

天
童
の
現
状
と
改
善
策
は
。

相
澤
教
育
長　
「
さ
ん
さ
ん
」

プ
ラ
ン
に
つ
い
て
は
児
童
・
生

徒
か
ら
は
「
先
生
が
身
近
に
感

じ
ら
れ
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら

い
、
学
習
が
楽
し
く
な
っ
た
」。

教
員
か
ら
は
「
子
ど
も
一
人
ひ

と
り
の
つ
ま
づ
き
を
分
析
し
、

支
援
で
き
る
」「
学
級
事
務
等

の
物
理
的
な
軽
減
に
少
人
数
の

よ
さ
が
表
れ
て
い
る
」
な
ど
の

報
告
が
あ
る
。
市
内
で
３３
人
を

超
え
る
の
は
二
つ
の
小
学
校
で

４
ク
ラ
ス
あ
る
。
非
常
勤
講
師

を
配
置
し
、
き
め
細
か
な
指
導

を
し
、
教
室
が
狭
い
場
合
は
多

目
的
ホ
ー
ル
な
ど
を
使
用
し
て

対
応
し
て
い
る
。
今
後
、
教
室

は
計
画
的
に
確
保
す
る
よ
う
努

め
て
い
く
。

教
員
の
働
き
方
改
革
は

改
善
さ
れ
て
い
る
か

　
教
員
の
働
き
方
改
革
は
３
年

目
に
な
っ
て
い
る
が
、
地
域
活

動
に
教
員
の
姿
が
見
ら
れ
な

い
。
教
員
が
い
き
い
き
と
活
動

す
る
こ
と
が
、
子
ど
も
の
教
育

に
活
か
さ
れ
る
と
思
う
が
、
今

年
度
の
計
画
は
。

相
澤
教
育
長　
働
き
方
改
革
の

基
本
方
針
で
は
、
時
間
外
在
校

等
時
間
を
月
４５
時
間
、
年
３
６

０
時
間
を
上
限
と
し
て
い
る
。

令
和
２
年
度
下
期
の
調
査
で
、

時
間
外
在
校
等
時
間
の
平
均
が

小
・
中
学
校
と
も
４５
時
間
を
下

回
っ
た
が
、
年
間
３
６
０
時
間

を
超
え
た
教
員
が
半
数
以
上
に

上
り
、
勤
務
状
況
は
改
善
し
つ

つ
も
上
限
を
超
え
て
い
る
状
況

に
あ
る
。
教
員
の
意
識
啓
発
や

事
務
作
業
の
効
率
化
を
図
る
と

と
も
に
、
人
的
配
置
に
よ
る
支

援
の
充
実
を
国
や
県
に
要
望
し

て
い
く
。

伊い

藤と
う

和か
ず

子こ

議
員
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集団接種会場の一つ（健康センター）

一 般 質 問

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
予
約
は
５

月
６
日
か
ら
７５
歳
以
上
の
高
齢

者
を
対
象
に
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

で
始
ま
っ
た
が
、
電
話
が
通
じ

な
い
状
況
が
続
い
た
ほ
か
、
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

一
部
で
ア
ク
セ
ス
で
き
な
い
状

況
に
な
っ
た
。

　
そ
の
反
省
点
を
洗
い
出
し
、

課
題
と
今
後
の
対
応
に
つ
い
て

伺
い
た
い
。

山
本
市
長　

予
約
開
始
当
初

は
、
ワ
ク
チ
ン
の
供
給
量
が
見

通
せ
な
い
状
況
に
あ
り
、
予
約

可
能
件
数
が
少
な
く
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
の
電
話
が
つ
な
が
り
に

く
い
状
況
が
続
い
た
ほ
か
、
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

一
部
で
ア
ク
セ
ス
で
き
な
い
状

況
が
あ
り
、
市
民
の
皆
さ
ま
に

大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た
。

　

今
後
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ

い
て
は
、６４
歳
以
下
の
方
で
基
礎

疾
患
を
有
す
る
方
を
優
先
し
て

受
け
付
け
る
準
備
を
し
て
い
る
。

　

予
約
体
制
の
反
省
を
踏
ま

え
、
年
齢
階
層
ご
と
に
申
請
期

間
を
設
け
、
市
の
施
設
で
受

付
、
接
種
券
を
渡
す
予
定
で
あ

る
。

モ
ン
テ
デ
ィ
オ
山
形
と

連
携
し
た
集
団
接
種
を

　
今
後
、
現
段
階
の
個
別
接
種

と
２
会
場
で
の
集
団
接
種
だ
け

で
は
、
消
化
で
き
な
い
の
で
は

な
い
か
と
懸
念
し
て
い
る
。

　
大
規
模
接
種
会
場
の
一
つ
と

し
て
、
Ｎ
Ｄ
ソ
フ
ト
ス
タ
ジ
ア

ム
等
で
の
接
種
体
制
を
、
近
隣

自
治
体
と
連
携
で
き
な
い
も
の

か
、市
長
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

山
本
市
長　
大
規
模
な
接
種
会

場
に
つ
い
て
は
、
国
や
県
の
主

導
に
よ
り
全
国
で
設
置
が
進
め

ら
れ
て
い
る
の
で
、
今
後
の
推

移
を
注
視
し
て
い
く
。

武た
け

田だ

正し
ょ
う

二じ

議
員

買
い
物
弱
者
へ
の
支
援
に

つ
い
て

　
高
齢
化
、
核
家
族
化
、
周
辺

地
域
の
小
売
業
の
廃
業
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
事
由
に
よ
り
食
品

等
を
購
入
で
き
ず
苦
労
や
不
便

を
感
じ
て
い
る
高
齢
者
が
増
え

て
き
て
い
る
。
移
動
ス
ー
パ
ー

事
業
の
活
用
を
含
め
た
買
い
物

弱
者
支
援
に
つ
い
て
、
市
の
考

え
を
伺
う
。

　
ま
た
、
移
動
ス
ー
パ
ー
事
業

を
新
規
に
始
め
る
個
人
事
業
主

へ
の
助
成
に
つ
い
て
の
考
え
を

伺
う
。

山
本
市
長　
市
内
に
お
け
る
移

動
販
売
の
状
況
は
、
地
域
は
限

ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
民
間
事

業
者
に
よ
る
取
組
み
が
既
に
行

わ
れ
て
お
り
、
地
元
に
根
差
し

経
営
を
続
け
て
い
る
商
店
に
お

い
て
も
、
移
動
販
売
車
に
よ
る

週
１
回
程
度
の
サ
ー
ビ
ス
が
行

わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
本
市
の

高
齢
者
軽
度
生
活
援
助
事
業
に

お
い
て
、
低
料
金
で
使
え
る
買

い
物
代
行
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し

て
い
る
。
こ
う
し
た
さ
ま
ざ
ま

な
形
態
に
よ
り
、
高
齢
者
等
の

買
い
物
の
困
難
な
方
へ
の
支
援

の
取
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
。

今
後
と
も
高
齢
者
等
が
住
み
慣

れ
た
地
域
で
、
安
心
し
て
暮
ら

し
て
い
け
る
よ
う
、
地
域
の

ニ
ー
ズ
を
見
極
め
な
が
ら
、
買

い
物
支
援
を
含
め
た
、
必
要
な

生
活
支
援
を
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。

　

ま
た
、
実
際
に
移
動
ス
ー

パ
ー
事
業
を
創
業
す
る
際
に
活

用
で
き
る
本
市
独
自
の
助
成
金

等
は
な
い
が
、
県
が
行
っ
て
い

る
や
ま
が
た
チ
ャ
レ
ン
ジ
創
業

応
援
事
業
助
成
金
や
県
・
市
町

村
連
携
加
速
事
業
費
補
助
金
な

ど
の
活
用
が
考
え
ら
れ
る
の
で

相
談
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

横
断
指
導
線
の
路
面
標
示
に

つ
い
て
市
の
考
え
を
伺
う

　
南
小
畑
地
内
に
安
全
対
策
と

し
て
白
線
で
の
横
断
指
導
線
が

設
置
さ
れ
た
が
、
見
え
づ
ら
い

た
め
、白
線
の
色
を
変
え
て
は
。

森
谷
建
設
部
長　
横
断
指
導
線

は
、
歩
行
者
の
車
道
の
横
断
を

指
導
す
る
必
要
が
あ
る
場
所
に

設
置
す
る
と
定
義
さ
れ
て
お

り
、
区
画
線
の
様
式
等
に
つ
い

て
は
白
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。

古ふ
る

澤さ
わ

義よ
し

弘ひ
ろ

議
員
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一 般 質 問

本
市
の
財
政
の
財
源
確
保
の

取
組
み
に
つ
い
て

　
本
市
の
財
源
と
し
て
主
な
も

の
は
、
市
税
・
地
方
交
付
税
・

国
庫
支
出
金
・
県
支
出
金
・
寄

附
金
と
な
っ
て
い
る
。

　
今
後
ど
の
よ
う
な
方
策
で
財

源
を
確
保
し
て
い
く
の
か
。

山
本
市
長　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
市

税
収
入
の
減
収
が
見
込
ま
れ
、

今
年
度
当
初
予
算
の
市
税
収
入

は
８・

２
㌫
、
６
億
８
３
６
２

万
円
の
減
と
し
た
。
国
は
今
年

度
地
方
財
政
対
策
に
お
い
て
、

地
方
交
付
税
及
び
臨
時
財
政
対

策
債
の
増
額
を
す
る
こ
と
と

し
、
こ
れ
を
受
け
本
市
で
は
、

そ
れ
ら
を
前
年
度
よ
り
増
額
し

予
算
編
成
し
て
い
る
。
財
源
の

確
保
の
た
め
、
市
税
の
適
正
な

賦
課
と
徴
収
に
取
り
組
み
、

国
・
県
補
助
金
に
つ
い
て
は
、

情
報
を
い
ち
早
く
収
集
し
、
本

市
の
施
策
の
推
進
に
努
め
る
。

　
ま
た
、
ふ
る
さ
と
納
税
は
本

市
の
重
要
な
財
源
で
あ
り
、
全

国
の
天
童
フ
ァ
ン
と
の
つ
な
が

り
を
大
事
に
し
な
が
ら
、
一
層

の
寄
附
額
の
増
加
に
努
め
る
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
す
る
た

め
の
取
組
み
に
つ
い
て

　
デ
ジ
タ
ル
庁
が
９
月
よ
り
新

設
さ
れ
る
。
デ
ジ
タ
ル
化
を
加

速
す
る
環
境
が
整
い
デ
ジ
タ
ル

化
の
恩
恵
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
と
思
わ
れ
る
。
本
市
で
の

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
す
る
た
め
の
イ

ン
フ
ラ
の
整
備
計
画
と
現
状
、

並
び
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
有
効
活
用
す

る
た
め
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
人
材

の
確
保
が
必
要
と
考
え
る
が
、

取
組
み
を
伺
う
。

山
本
市
長　
本
市
で
は
天
童
市

情
報
化
計
画
に
基
づ
き
イ
ン
フ

ラ
整
備
や
情
報
シ
ス
テ
ム
の
導

入
を
行
っ
て
い
る
。
今
年
度
は

庁
舎
内
の
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
や
庁
外

通
信
シ
ス
テ
ム
の
導
入
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
端
末
の
更
新
、
部
課

長
へ
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
配
置
を
行

い
、
業
務
の
効
率
化
と
生
産
性

の
向
上
を
図
っ
て
い
く
。

　

本
市
で
は
情
報
化
推
進
本
部

を
設
置
し
て
お
り
、
情
報
化
を

推
進
す
る
た
め
、
各
課
に
情
報

化
推
進
員
を
置
い
て
い
る
。
国
、

県
の
動
向
や
助
成
制
度
を
注
視

し
計
画
的
に
情
報
化
を
進
め
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め

る
。

佐さ

藤と
う

孝こ
う

一い
ち

議
員

人
口
減
少
社
会
を
迎
え
た

本
市
の
都
市
整
備
に
つ
い
て

　
本
市
人
口
の
減
少
傾
向
を
抑

制
す
る
た
め
、
新
た
な
市
街
地

を
整
備
す
る
の
と
同
じ
く
、
市

街
化
調
整
区
域
内
の
集
落
人
口

の
減
少
に
対
す
る
施
策
を
講
じ

る
こ
と
が
肝
要
だ
。
今
後
は
国

の
制
度
を
積
極
的
に
活
用
し
、

民
間
事
業
者
と
の
連
携
を
強
化

し
、
官
民
協
働
に
よ
る
空
き

家
・
空
き
地
対
策
を
推
進
し
、

低
未
利
用
土
地
等
の
有
効
活
用

に
取
り
組
む
こ
と
も
肝
要
だ
。

本
市
の
取
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

山
本
市
長　
人
口
減
少
対
策
の

一
つ
と
し
て
、
整
備
か
ら
長
年

が
経
過
し
た
市
街
地
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
が
必
要
で
あ
る
た

め
、
現
在
、
立
地
適
正
化
計
画

の
策
定
を
進
め
て
い
る
。
市
街

化
調
整
区
域
の
人
口
・
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
維
持
の
対
策
は
、
山
形

県
住
宅
供
給
公
社
と
の
連
携
に

よ
る
住
宅
団
地
整
備
や
、
開
発

許
可
の
規
制
緩
和
に
よ
る
民
間

開
発
な
ど
を
活
用
し
て
い
く
。

　
空
き
家
や
空
き
地
対
策
は
、

空
き
家
の
除
却
支
援
の
ほ
か
、

民
間
と
連
携
し
た
空
き
家
相
談

や
、
空
き
家
バ
ン
ク
な
ど
の
利

活
用
の
促
進
に
努
め
て
い
く
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

利
活
用
に
つ
い
て

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
Ｉ

Ｃ
チ
ッ
プ
の
空
き
領
域
を
活
用

し
た
サ
ー
ビ
ス
は
、
自
治
体
の

ア
イ
デ
ア
次
第
で
多
様
な
住
民

サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る
。
ふ

る
さ
と
納
税
と
同
様
に
、
自
治

体
の
創
意
工
夫
が
、
市
民
サ
ー

ビ
ス
へ
つ
な
が
り
、
住
民
、
事

業
者
、
自
治
体
の
三
者
に
利
す

る
も
の
と
期
待
が
膨
ら
む
。
本

市
の
取
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

山
本
市
長　
現
在
の
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
に
よ
る
本
市
の

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
各
種

証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
の
ほ

か
、
電
子
申
請
の
一
部
で
公
的

個
人
認
証
と
し
て
活
用
し
て
い

る
。

　

今
後
の
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

は
、
既
に
実
施
し
て
い
る
全
国

の
自
治
体
の
取
組
み
を
注
視
し
、

本
市
独
自
の
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

や
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普

及
に
つ
な
が
る
取
組
み
を
、
積

極
的
に
取
り
入
れ
て
い
く
。

鈴す
ず

木き

照し
ょ
う

一い
ち

議
員
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一 般 質 問

ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す
る
ま
で

市
民
の
不
安
を
減
ら
す
広
報
を

　
高
齢
者
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
状

況
と
今
後
の
対
策
は
。

　
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
経
由
の
予
約
が
ほ
と
ん
ど

で
、
不
慣
れ
な
高
齢
者
に
と
っ

て
公
平
性
に
欠
け
て
い
た
と
思

う
が
ど
う
か
。
具
体
的
に
ど
の

経
由
で
ワ
ク
チ
ン
予
約
で
き
た

の
か
伺
い
た
い
。

　
本
来
や
る
べ
き
こ
と
は
コ
ロ

ナ
の
不
安
を
減
ら
す
広
報
だ

が
、
市
民
の
理
解
ま
で
至
っ
て

な
い
。
反
省
材
料
に
し
て
ほ
し

い
。

山
本
市
長　
７
月
末
ま
で
に
高

齢
者
へ
の
接
種
を
完
了
す
る
予

定
。今
後
、更
な
る
個
別
接
種・

集
団
接
種
の
充
実
、
拡
大
を
医

師
会
と
連
携
し
て
推
進
す
る
。

新
関
副
市
長　
事
務
方
の
責
任

者
と
し
て
初
期
の
混
乱
を
お
詫

び
申
し
上
げ
る
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
使
え

な
い
方
の
た
め
に
、
す
ぐ
に
市

立
公
民
館
で
予
約
代
行
受
付
を

行
い
対
応
し
た
。
今
後
も
ワ
ク

チ
ン
接
種
は
最
重
要
課
題
と
し

て
全
庁
を
あ
げ
て
対
応
す
る
。

今
田
健
康
推
進
監　
５
月
６
日

は
電
話
予
約
が
４５
件
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約
が

１
９
１
０
件
、
５
月
９
日
は
電

話
予
約
が
１０
件
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
・

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約
が
１
６

５
０
件
で
あ
る
。

コ
ロ
ナ
禍
で
も
安
心
・
安
全

な
保
育
環
境
整
備
を

　
コ
ロ
ナ
禍
が
長
引
く
中
、
雇

用
環
境
の
変
化
や
感
染
リ
ス
ク

で
保
育
需
要
に
変
化
は
あ
っ
た

の
か
。
山
形
市
、
寒
河
江
市
で

は
、
病
児
・
病
後
児
保
育
を
ス

マ
ホ
で
簡
単
に
予
約
で
き
る
シ

ス
テ
ム
に
な
っ
て
い
る
が
、
本

市
に
も
導
入
で
き
な
い
の
か
。

山
本
市
長　
市
内
施
設
の
徹
底

し
た
コ
ロ
ナ
対
策
と
保
護
者
の

理
解
で
、
本
市
の
入
所
控
え
は

な
い
と
認
識
し
て
い
る
。
今
後

も
コ
ロ
ナ
対
策
を
徹
底
し
て
、

よ
り
良
い
保
育
環
境
づ
く
り
に

努
め
る
。

五
十
嵐
健
康
福
祉
部
長　
市
内

４
カ
所
で
病
児
・
病
後
児
保
育

を
行
っ
て
い
る
が
、
施
設
側
で

こ
の
シ
ス
テ
ム
の
対
応
が
可
能

な
の
か
確
認
し
て
、
今
後
の
利

便
性
向
上
の
た
め
に
検
討
し
て

い
く
。

笹さ
さ

原は
ら

隆た
か

義よ
し

議
員

火
災
現
場
で
の
ド
ロ
ー
ン
の

活
用
を
進
め
て
は

　

火
災
現
場
で
の
確
認
作
業

や
、
水
害
や
土
砂
災
害
の
発
生

が
予
見
さ
れ
る
状
況
下
で
の
状

況
確
認
に
ド
ロ
ー
ン
を
使
え

ば
、
安
全
に
ス
ピ
ー
デ
ィ
に
行

え
る
の
で
は
な
い
か
。
今
後
、

ド
ロ
ー
ン
を
導
入
し
活
用
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る

が
、
市
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

山
本
市
長　
鎮
火
後
の
火
災
原

因
調
査
に
小
型
ド
ロ
ー
ン
の
活

用
を
考
え
て
い
る
。
上
空
か
ら

焼
損
範
囲
や
燃
焼
状
況
を
確
認

し
、
出
火
元
な
ど
を
判
断
す
る

考
え
で
あ
る
。
ま
た
、
自
然
災

害
に
よ
る
危
険
箇
所
や
被
害
状

況
の
確
認
な
ど
の
情
報
収
集
で

の
活
用
も
考
え
て
い
る
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
家
庭

学
習
で
の
利
活
用
を

　
国
の
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構

想
に
よ
り
児
童
生
徒
一
人
一
人

に
タ
ブ
レ
ッ
ト
が
貸
与
さ
れ

た
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入
の
効
果

を
高
め
る
た
め
に
も
、
家
庭
学

習
で
の
利
活
用
を
進
め
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
が
、
市
の
考

え
を
伺
い
た
い
。

　

ま
た
、
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
環
境
が

整
っ
て
い
な
い
家
庭
に
モ
バ
イ

ル
ル
ー
タ
ー
を
貸
与
し
て
は
ど

う
か
。
そ
れ
に
よ
り
、
家
庭
で

も
授
業
の
調
べ
物
な
ど
が
で
き

る
よ
う
に
な
る
。
市
の
考
え
を

伺
い
た
い
。

相
澤
教
育
長　
学
習
支
援
ソ
フ

ト
と
Ａ
Ｉ
型
ド
リ
ル
は
、
オ
フ

ラ
イ
ン
で
も
利
用
で
き
る
こ
と

か
ら
、
家
庭
で
の
積
極
的
な
利

用
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
今
後
は
、
家
庭
に
お
け
る

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
多
様
な
利

活
用
に
つ
い
て
情
報
提
供
を
し

て
い
き
た
い
。

　
モ
バ
イ
ル
ル
ー
タ
ー
の
貸
与

に
つ
い
て
は
、
他
市
町
村
の
事

例
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
オ
ン

ラ
イ
ン
を
利
活
用
し
た
家
庭
学

習
に
つ
い
て
調
査
研
究
し
て
い

き
た
い
。

三み

宅や
け

和か
ず

広ひ
ろ

議
員
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一 般 質 問

「
生
理
の
貧
困
」
へ
の

対
応
に
つ
い
て

　
コ
ロ
ナ
禍
で
、
生
理
の
貧
困

が
顕
在
化
し
て
い
る
。
経
済
的

理
由
で
生
理
用
品
の
用
意
が
難

し
い
方
へ
無
償
提
供
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
る
が
市
の
考
え

は
。
さ
ら
に
、
市
内
小
中
学
校

で
の
生
理
用
品
の
無
償
提
供
や

防
災
備
蓄
品
に
生
理
用
品
を
加

え
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が

市
の
考
え
を
伺
う
。

山
本
市
長　
経
済
的
理
由
で
生

理
用
品
の
用
意
が
難
し
い
方
へ

の
無
償
提
供
は
今
の
と
こ
ろ
考

え
て
い
な
い
が
、
相
談
状
況
等

を
注
視
し
て
い
く
。
市
社
会
福

祉
協
議
会
が
行
っ
て
い
る
フ
ー

ド
ド
ラ
イ
ブ
事
業
の
チ
ラ
シ
の

生
活
用
品
欄
に
生
理
用
品
を
追

加
し
て
対
応
し
て
い
た
だ
く
。

ま
た
、
市
内
小
中
学
校
で
は
、

生
徒
が
生
理
用
品
を
持
参
で
き

な
か
っ
た
場
合
な
ど
に
備
え

て
、
保
健
室
に
生
理
用
品
を
常

備
し
提
供
し
て
い
る
。
経
済
的

理
由
で
生
理
用
品
の
用
意
が
困

難
な
生
徒
が
い
た
場
合
は
、
適

切
な
サ
ポ
ー
ト
に
努
め
る
。

　
現
在
、
生
理
用
品
は
災
害
初

動
時
に
必
要
な
備
蓄
品
に
位
置

づ
け
て
お
ら
ず
、
備
蓄
し
て
い

な
い
。
事
業
者
等
と
の
災
害
協

定
の
調
達
物
資
に
位
置
づ
け
ら

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
速
や
か

に
調
達
で
き
る
よ
う
、
連
絡
調

整
を
行
う
。

多
様
性
へ
の
対
応
に

つ
い
て

　
近
年
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
実

現
と
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
（
性
的
少
数

者
）
へ
の
配
慮
を
含
め
、
学
生

服
の
男
女
差
を
極
力
解
消
す
る

取
組
み
が
広
が
っ
て
い
る
。
本

市
で
も
、
性
別
や
理
由
に
関
係

な
く
、
ス
ラ
ッ
ク
ス
、
ス
カ
ー

ト
を
自
由
に
選
べ
る
制
度
を
導

入
し
て
は
。

相
澤
教
育
長　
制
服
に
つ
い
て

は
多
様
性
へ
の
対
応
の
観
点
か

ら
、
こ
れ
ま
で
校
長
会
や
生
徒

指
導
主
事
連
絡
会
等
で
議
題
に

し
て
き
た
。
昨
年
４
月
か
ら
、

市
内
で
も
女
子
生
徒
が
ス
ラ
ッ

ク
ス
を
選
べ
る
学
校
が
出
て
き

て
お
り
、
他
校
で
も
検
討
し
て

い
る
。
今
後
も
生
徒
の
多
様
性

が
一
層
尊
重
さ
れ
る
よ
う
検
討

を
重
ね
る
と
と
も
に
生
徒
へ
の

適
切
な
理
解
に
基
づ
い
た
支
援

に
努
め
て
い
く
。

野の

　
口ぐ

ち
　
さ
つ
き
議
員

議会のうごき議会のうごき（４月１日～７月１９日）

■４月
　５日　広報委員会
　９日　市長要請全員協議会
　　　　議会運営委員会
　１２日　議員定数・議員報酬検討特別委員会
　１３日　広報委員会
　１５日　議会運営委員会
　　　　第１回市議会臨時会
　２３日　全員協議会（議会報告・意見交換会について）
　　　　市長要請各派代表者会
　　　　広報委員会
　２８日　議員定数・議員報酬検討特別委員会
■５月
　１１日　広報委員会
　１３日　市長要請各派代表者会
　１４日　�市長要請経済建設常任委員会（立地適正化計画の

骨子について）
　１７日　市長要請各派代表者会
　１８日　�議会報告・意見交換会（天童中部・天童南部・干

布・津山）
　１９日　議会報告・意見交換会（蔵増・寺津・山口・長岡）
　２０日　市長要請全員協議会
　　　　�議会報告・意見交換会（成生・高擶・天童北部・

荒谷）
　２４日　議会運営委員会
　２６日　議員定数・議員報酬検討特別委員会
　　　　�市長要請総務教育常任委員会（天童市公民館整備

費補助金交付規程の一部改正について）
　３１日～６月１１日　第２回市議会定例会
　３１日　広報委員会
■６月
　４日　議員定数・議員報酬検討特別委員会
　７日　�総務教育常任委員会所管事務調査（救急出動要請

時の対応について、市内小中学校におけるタブ
レット端末の運用状況について）

　　　　�環境福祉常任委員会所管事務調査（新型コロナウ
イルスワクチン接種状況等について）

　９日　�総務教育常任委員会所管事務調査（霜被害による
ふるさと納税返礼品への影響と対応について）

　　　　新型コロナ支援本部役員会
　１０日　議会運営委員会
　１１日　広報委員会
　１４日　�議員定数・議員報酬についての商工会議所青年

部との意見交換会
　１６日　�議員定数・議員報酬についての青年会議所との

意見交換会
　２１日　市長要請全員協議会
　　　　�市長要請環境福祉常任委員会（国民健康保険にお

ける傷病手当金について）
　２２日　広報委員会
　２３日　議会運営委員会
　　　　第３回市議会臨時会
　２８日　�市長要請環境福祉常任委員会（オリンピック観戦

ツアーの中止について、ホストタウン交流事業
の現状について）

■７月
　２日　広報委員会
　６日　議員定数・議員報酬検討特別委員会
　８日　�市長要請環境福祉常任委員会（新型コロナウイル

スワクチン接種状況についてほか）
　９日　�総務教育常任委員会所管事務調査（市内小中学校

視察）
　１２日　広報委員会
　１４日　�市長要請経済建設常任委員会（令和３年度さくら

んぼ出荷量について）
　１６日　議員定数・議員報酬検討特別委員会
　１９日　東根市外二市一町共立衛生処理組合全員協議会・
　　　　定例会

てんどう市議会だより №173てんどう市議会だより №1737



建築から6３年が経過する高野辺公民館

雪の重さで倒壊したハウス

予算特別委員会 令和３年度補正予算

コ
ロ
ナ
対
策
消
耗
品
の

増
強

委
員　
学
校
の
管
理
に
要
す
る

経
費
（
小
学
校
１
６
０
万
３
０

０
０
円
、
中
学
校
９６
万
２
０
０

０
円
）
の
具
体
的
内
容
は
。

教
育
次
長　
小
学
校
、
中
学
校

に
、
ＣO

２
モ
ニ
タ
ー
を
配

備
す
る
。
ま
た
、
水
道
の
蛇
口

全
体
の
２８
㌫
は
レ
バ
ー
式
や

プ
ッ
シ
ュ
式
等
に
な
っ
て
お

り
、
残
り
７２
㌫
の
蛇
口
を
レ

バ
ー
式
蛇
口
に
交
換
す
る
。

デ
ジ
タ
ル
関
連
備
品
の

追
加
で
教
育
の
充
実
を

委
員　
教
育
振
興
に
関
す
る
経

費
（
小
学
校
１
０
３
９
万
７
０

０
０
０
円
、
中
学
校
４
２
３
万

８
０
０
０
円
）
の
詳
細
は
。

教
育
次
長　

小
学
校
で
は
、

タ
ッ
チ
ペ
ン
２
学
年
分
、
充
電

器
、
ア
ッ
プ
ル
Ｔ
Ｖ
を
整
備
す

る
。
中
学
校
で
は
、
タ
ッ
チ
ペ

ン
１
ク
ラ
ス
分
、
充
電
器
、

ア
ッ
プ
ル
Ｔ
Ｖ
、
デ
ジ
タ
ル
テ

レ
ビ
を
整
備
す
る
。

　令和３年度予算について、予算特別
委員会に付託・審査後、本会議におい
て原案のとおり可決しました。
　審査の主なものは次のとおりです。

９０１６万2０００円を可決
自立相談支援事業委託料など

高
野
辺
公
民
館
の
改
修

委
員　
公
民
館
の
改
修
助
成
に

要
す
る
経
費
２
１
３
２
万
円
の

詳
細
は
。

生
涯
学
習
課
長　
高
野
辺
公
民

館
の
建
設
費
は
、
総
額
２
９
０

０
万
円
強
で
、
建
物
、
外
構
工

事
、
備
品
購
入
に
市
か
ら
の
６

６
２
万
円
の
補
助
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
助
成
と
し
て
１
４
７
０
万

円
が
補
助
さ
れ
る
。
残
り
が
地

域
で
負
担
と
な
る
。
な
お
、
高

野
辺
地
区
は
洪
水
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
で
も
浸
水
の
危
険
性
が

あ
り
、
対
策
と
し
て
盛
り
土
１

㍍
を
行
う
。

生
活
困
窮
者
の
相
談

体
制
を
強
化

委
員　
生
活
困
窮
者
自
立
支
援

事
業
に
要
す
る
経
費
２
９
７
万

７
０
０
０
円
の
内
容
は
。

社
会
福
祉
課
長　
現
在
、
社
会

福
祉
協
議
会
に
業
務
委
託
し
、

７
人
４
班
体
制
で
相
談
を
受
け

て
い
る
。
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ

り
相
談
が
増
え
て
お
り
、
臨
時

職
員
を
７
月
か
ら
１
名
増
員
す

る
た
め
の
経
費
２
３
３
万
４
０

０
０
円
、
外
国
人
の
相
談
に
も

対
応
で
き
る
翻
訳
機
能
付
き
タ

ブ
レ
ッ
ト
購
入
費
２
台
分
５
万

円
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
２
、
３

階
で
も
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
用
で

き
る
よ
う
に
Ｗ
ｉｰ

Ｆ
ｉ
環
境

の
整
備
に
係
る
費
用
１５
万
円
な

ど
で
あ
る
。

　
他
に
、
相
談
の
際
の
コ
ロ
ナ

感
染
予
防
衛
生
用
品
購
入
費
と

し
て
１０
万
１
２
２
円
を
計
上
し

て
い
る
。

１2
月
か
ら
の
大
雪
被
害

施
設
へ
の
補
助
は

委
員　
強
い
農
業
・
担
い
手
づ

く
り
総
合
支
援
事
業
費
補
助
金

２
２
３
６
万
５
０
０
０
円
の
内

訳
は
。
ま
た
、
施
設
の
耐
用
年

数
は
。

農
林
課
長　
事
業
内
容
は
農
業

用
施
設
復
旧
事
業
・
果
樹
棚
復

旧
事
業
等
で
、
対
象
施
設
は
農

機
具
格
納
庫
、
育
苗
ハ
ウ
ス
、

野
菜
ハ
ウ
ス
、
さ
く
ら
ん
ぼ
雨

よ
け
ハ
ウ
ス
、
ぶ
ど
う
・
西
洋

な
し
の
果
樹
棚
で
あ
る
。
補
助

率
は
５５
㌫
で
国
が
１０
分
の
３
、

県
が
６
分
の
１
、
市
が
１２
分
の

１
と
な
っ
て
お
り
、
今
回
限
り

の
補
助
制
度
で
あ
る
。
ま
た
、

施
設
の
耐
用
年
数
に
つ
い
て

は
、
ハ
ウ
ス
が
１２
年
、
果
樹
棚

が
１７
年
で
あ
る
が
耐
用
年
数
を

超
え
て
も
補
助
対
象
と
す
る
。

令和３年令和３年88月月11日発行日発行 8



提出された議案とその結果
　令和３年度第１回市議会臨時会、第２回定例会及び第３回臨時会に提出された議案とその結果は
次のとおりです。
第１回臨時会（４月１5日）〈市長提出議案〉
議案番号 件　　　　　名 結　果

報第１号
令和２年度天童市一般会計補正
予算（第１６号）の専決処分の承
認を求めることについて

承　　認
（全会一致）

報第２号
天童市市税条例の一部を改正す
る条例の専決処分の承認を求め
ることについて

承　　認
（全会一致）

議第１号 令和３年度天童市一般会計補正
予算（第１号）

原案可決
（全会一致）

議第２号 天童市市税条例等の一部改正につ
いて

原案可決
（全会一致）

議第３号 天童市介護保険条例の一部改正
について

原案可決
（全会一致）

議案番号 件　　　　　名 結　果

報第３号
物損事故に係る損害賠償の額の
決定についての専決処分の報告
について

報　　告

報第４号 令和２年度天童市一般会計予算
繰越明許費の報告について 報　　告

報第５号
令和２年度天童市工業団地整備
事業特別会計予算繰越明許費の
報告について

報　　告

報第６号 令和２年度天童市水道事業会計
予算繰越しの報告について 報　　告

報第７号 令和２年度天童市公共下水道事業
会計予算繰越しの報告について 報　　告

報第８号 天童市土地開発公社の経営状況
並びに事業計画の報告について 報　　告

第２回定例会（5月3１日～6月１１日）〈市長提出議案〉

議案番号 件　　　　　名 結　果

報第９号
公益財団法人天童市文化・ス
ポーツ振興事業団の経営状況並
びに事業計画の報告について

報　　告

報第１０号
株式会社スポーツクラブ天童の
経営状況並びに事業計画の報告
について

報　　告

報第１１号 令和２年度天童市情報公開条例
の運用状況の報告について 報　　告

議第４号 令和３年度天童市一般会計補正
予算（第２号）

原案可決
（全会一致）

議第５号 天童市固定資産評価審査委員会
委員の選任について

同　　意
（全会一致）

議第６号 高規格救急自動車の取得につい
て

原案可決
（全会一致）

〈委員会提出議案〉
議案番号 件　　　　　名 結　果

委 員 会
提出議案
第 １ 号

安全・安心で、ゆきとどいた教
育実現のために早急に３０人学級
実現を求める意見書の提出につ
いて

否　　決
（賛成少数）

第３回臨時会（6月23日）〈市長提出議案〉
議案番号 件　　　　　名 結　果

議第７号 令和３年度天童市一般会計補
正予算（第３号）

原案可決
（全会一致）

議案等に対する議員の賛否一覧表 （賛否が分かれたもの。これ以外は全会一致）
議席番号
氏　名
会　派

議　　　　　案

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １３ １４ １５ １６ １７ １８ １９ ２０ ２１ ２２
佐
藤　
孝
一

五
十
嵐
浩
之

野
口
さ
つ
き

古
澤　
義
弘

熊
澤　
光
吏

笹
原　
隆
義

三
宅　
和
広

遠
藤　
喜
昭

佐
藤　
俊
弥

渡
辺　
博
司

武
田　
正
二

水
戸　
芳
美

遠
藤　
敬
知

村
山　
俊
雄

狩
野　
佳
和

松
田　
光
也

山
口　
桂
子

石
垣　
昭
一

鈴
木　
照
一

水
戸　
　
保

伊
藤　
和
子

山
崎　
　
諭

清 市 無 清 て て て て 清 て 清 清 清 清 市 無 清 共 清 清 共 無
請 陳
第１号

「安全・安心で、ゆきとどいた教育実現につながる３0
人学級」の実現を求める意見書提出についての請願 × ○ × × ○ × ○ ○ × ○ × × × × ○ ○ × ○ × × ○ 議

請 陳
第２号

新型コロナ禍による米の需給改善と
米価下落の対策を求める請願 × × × × × × × × × × × × × × ○ × × ○ × × ○ 議

請 陳
第３号

最低賃金の改善と中小企業支援策の拡充
を求める意見書の提出を求める請願 × × × × × × × × × × × × × × ○ × × ○ × × ○ 議

委 員 会
提出議案
第 １ 号

安全・安心で、ゆきとどいた教育実現のために早
急に３0人学級実現を求める意見書の提出について × ○ × × ○ × ○ ○ × ○ × × × × ○ ○ × ○ × × ○ 議

※　○＝賛成、×＝反対、議＝議長（議長は採決に加わらない。）
※　会派：清＝清新会、て＝てんどう創生の会、共＝日本共産党天童市議団、市＝市民と歩む会　無＝無会派

てんどう市議会だより №173てんどう市議会だより №1739



教えて っすケケロロ

ふるさと納税返礼品　霜害による影響はふるさと納税返礼品　霜害による影響は 総務教育常任委員会総務教育常任委員会

請願・陳情の結果 　今定例会で審査された請願・陳情は３件で、所管常任委員会で審査した後、
本会議で採決が行われました。結果は次のようになりました。

件　名 提出者 付託委員会 結 果

「安全・安心で、ゆきとどいた教育実
現につながる３0人学級」の実現を求め
る意見書提出についての請願

少人数学級をすすめる県民の会
世話人代表　高木紘一
　　　　　　伊沢良治
　　　　　　佐藤匡子

総務教育 不採択
（賛成少数）

新型コロナ禍による米の需給改善と米
価下落の対策を求める請願

　　　　天童市農民組合
　　　　　組合長　太田正良 経済建設 不採択

（賛成少数）

最低賃金の改善と中小企業支援策の拡
充を求める意見書の提出を求める請願

　　　　山形県労働組合総連合
　　　　　議長　勝見忍
　　　　山形地域労働組合総連合
　　　　　議長　東海林良二

経済建設 不採択
（賛成少数）

　欠員補充に伴い、高擶地区財産区管理委員会委
員に篠原広悦氏、大字高擶有財産区管理会委員に
佐藤善博氏を選出しました。

財産区管理会委員を選出

　現固定資産評価審査委員会委員の武田淳氏（荒谷）
が、令和３年６月３０日をもって任期満了になること
に伴い、再び同氏を選任することに同意しました。

固定資産評価審査委員会
委員の選任に同意

　全国市議会議長会から永年勤続として表彰さ
れ、６月定例会最終日に伝達が行われました。

◇議員２５年以上
水戸　　保　議員（平成７年１０月１日～）

永年勤続表彰

　　市議会へ請願書を提出する制度は、市民の皆さ
んの意見や要望を市政に反映させる方法として、法
律上認められた権利の一つです。請願書には必ず１
人以上の紹介議員が必要です。

ＡＡ
請願ってなぁに？ＱＱ

ご利用ください メール配信サービス
　天童市では、議会の開催情報や、災害、観光・イベント、
健康・子育てなどの情報を、電子メールでお知らせする
メール配信サービスを行っています。ぜひご登録ください。
※�登録は無料です。ただし、メールの受信などにかかる通信料・パケッ
ト通信費は登録された方の負担となります。

すべてのメニューを受信する登録方法です。
tndml@city.tendo.yamagata.jp
または、右の二次元コードに空メールを送信し
てください。

かんたん登録

　
４
月
の
降
霜
の
影
響
に
よ
り
被

害
を
受
け
た
さ
く
ら
ん
ぼ
等
の
ふ

る
さ
と
納
税
返
礼
品
に
つ
い
て
の

現
状
と
今
後
の
対
応
等
に
つ
い

て
、
所
管
事
務
調
査
を
行
い
ま
し

た
。

　
事
業
者
か
ら
返
礼
品
で
あ
る
さ

く
ら
ん
ぼ
の
確
保
が
難
し
い
と
の

報
告
を
受
け
、
市
で
は
、
ラ
・
フ

ラ
ン
ス
、
ぶ
と
う
、
肉
等
の
代
替

案
の
提
示
、
代
替
案
が
難
し
い
場

合
に
は
寄
附
金
の
返
還
等
の
対
応

を
行
っ
て
い
く
と
の
話
が
あ
り
ま

し
た
。

　
委
員
か
ら
は
、
返
礼
品
の
品
質

保
持
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。
寄
附
者
の
反
応
は

ど
う
か
と
の
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
さ
く
ら
ん
ぼ
の
目
揃

え
会
を
実
施
す
る
な
ど
品
質
の
統

一
を
図
り
、
今
後
と
も
事
業
者
と

の
連
携
を
密
に
し
な
が
ら
対
応
し

て
い
く
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

所
管
事
務
調
査
を

所
管
事
務
調
査
を

実
施
実
施

委
員

会活動
委
員

会活動
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教えて
っすケケロロ

ＡＬＴと英語で会話する様子を
タブレットで撮影

モンシロチョウとトノサマバッタの
違いは？

G IGAスクール市内小中学校の現状GIGAスクール市内小中学校の現状 総務教育常任委員会総務教育常任委員会委
員

会活動

委
員

会活動

　
７
月
９
日
、
第
一
中
学

　
７
月
９
日
、
第
一
中
学

校
及
び
干
布
小
学
校
を
視

校
及
び
干
布
小
学
校
を
視

察
し
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

察
し
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

の
活
用
状
況
を
調
査
し
ま

の
活
用
状
況
を
調
査
し
ま

し
た
。

し
た
。

第
一
中
学
校

第
一
中
学
校

　
授
業
で
使
用
し
て
い
る
ほ
か
、

生
徒
会
活
動
や
部
活
動
で
の
活

用
、
家
庭
学
習
で
の
使
用
な
ど
幅

広
く
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
導

入
に
よ
り
、
画
面
上
で
ク
ラ
ス
全

員
の
意
見
を
共
有
す
る
な
ど
、
こ

れ
ま
で
は
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が

可
能
と
な
り
、
深
い
学
び
に
つ
な

が
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

干
布
小
学
校

干
布
小
学
校

　
総
合
的
な
学
習
の
時
間
で
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
を
使
い
、
東
京
都
の

四
谷
小
学
校
と
年
間
を
通
し
て
交

流
し
て
い
る
こ
と
が
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。
さ
く
ら
ん
ぼ
畑
や
児
童
が

植
え
た
ひ
ま
わ
り
の
様
子
を
動
画

で
送
り
、
干
布
を
知
っ
て
も
ら
う

よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
授
業
で
は
、
学
習
支
援
ソ
フ
ト

を
使
い
先
生
と
生
徒
が
双
方
向
で

や
り
取
り
し
な
が
ら
進
め
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

●�

６５
歳
以
上
の
方
の
接
種
状
況

は
、
予
約
済
の
方
を
含
め
る
と

約
９０
㌫
に
な
っ
て
い
る
。

●�

す
で
に
５９
歳
の
方
に
も
接
種
券

を
発
送
し
て
い
る
。
５８
歳
以
下

の
方
に
つ
い
て
は
予
約
が
取
れ

な
い
状
況
に
な
ら
な
い
よ
う
に

ワ
ク
チ
ン
の
供
給
状
況
を
確
認

し
な
が
ら
接
種
券
を
発
送
し
て

い
く
。

●�

８
月
の
ワ
ク
チ
ン
の
供
給
量
は

未
定
で
あ
る
が
、
国
で
は
輸
入

を
早
め
る
よ
う
交
渉
す
る
と
の

こ
と
で
あ
る
。

新型コロナウイルスワクチン接種状況新型コロナウイルスワクチン接種状況委
員

会活動

委
員

会活動

環境福祉常任委員会環境福祉常任委員会

　　１人１台の端末と、高速大
容量の通信ネットワークを一体
的に整備し、多様な子どもたち
を誰一人取り残すことなく、公
正に最適化され、資質や能力が
一層確実に育成できる教育ICT
環境を実現させる構想。

GIGAとは、
『Global� and� Innovation�
Gateway�for�all（全ての児童・
生徒のため世界につながる革新
的な扉）』の略。

ＡＡ

GIGAスクール
構想ってなぁに？

ＱＱ

ワクチン接種の最
新情報は市ＨＰを
ご覧ください。

　
な
お
、
委
員
か
ら
の
質
問
に
対

し
て
は
次
の
よ
う
な
回
答
で
し
た
。

●�

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
使
用
に
つ

い
て
い
け
な
い
生
徒
は
特
に
見

受
け
ら
れ
な
い
。

●�

家
庭
で
の
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
環
境
が

な
く
て
も
、
学
校
で
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
て
対
応
し
て
い
る
。

　
今
後
の
課
題
と
し
て
、
小
中
学

校
と
も
教
諭
全
員
へ
の
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
の
導
入
、
通
信
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
脆
弱
性
の
解
消
、
今
後

の
情
報
モ
ラ
ル
教
育
の
あ
り
方
等

が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
７
月
８
日
の
環
境
福
祉

　
７
月
８
日
の
環
境
福
祉

常
任
委
員
会
で
ワ
ク
チ
ン

常
任
委
員
会
で
ワ
ク
チ
ン

接
種
対
策
室
か
ら
接
種
状

接
種
対
策
室
か
ら
接
種
状

況
等
に
つ
い
て
説
明
を
受

況
等
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
ま
し
た
。

け
ま
し
た
。
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議
会
報
告
・

意
見
交
換
会
を

開
催
し
ま
し
た

特集１

Ａ班

Ｃ班

Ｂ班

Ｄ班

天童中部・蔵増・成生

干布・山口・天童北部

天童南部・寺津・高擶

津山・長岡・荒谷

伊藤和子、鈴木照一、松田光也、
熊澤光吏、佐藤孝一

水戸　保、村山俊雄、水戸芳美、
武田正二、三宅和広

石垣昭一、狩野佳和、遠藤敬知、
渡辺博司、佐藤俊弥、古澤義弘

山口桂子、遠藤喜昭、笹原隆義、
野口さつき、五十嵐浩之

　
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
も
た
く
さ
ん
の

参
加
を
い
た
だ
い
た
。

　
当
然
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
予
約
に
つ

い
て
の
意
見
が
各
会
場
で
噴
出
し
た

が
、
子
ど
も
、
高
齢
化
、
災
害
な
ど

広
範
な
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　
議
員
定
数
・
報
酬
に
つ
い
て
は
、

ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
記
入
に
留
ま
っ

た
。
報
告
会
で
出
し
た
意
見
が
そ
の

後
ど
う
な
っ
た
の
か
、
報
告
し
て
ほ

し
い
と
の
要
求
は
当
然
。
市
民
参
加

の
方
策
を
検
討
し
た
い
。

�

（
班
長　
伊
藤
和
子
）

　
コ
ロ
ナ
禍
で
の
報
告
会
な
の
で
、

各
会
場
で
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

の
話
題
が
多
く
、
特
に
高
齢
者
の
申

し
込
み
で
混
乱
を
招
い
た
の
で
今
後

６４
歳
以
下
の
申
し
込
み
が
始
ま
る

が
、
改
善
し
た
対
応
を
す
る
よ
う
指

摘
さ
れ
た
。
聞
き
た
か
っ
た
議
員
定

数
・
報
酬
に
関
し
て
は
建
設
的
な
意

見
が
な
か
っ
た
の
で
関
心
が
薄
い
の

か
と
感
じ
ら
れ
た
。
参
加
の
申
し
込

み
制
、
短
時
間
の
開
催
で
は
出
席
し

に
く
い
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
た
。

�

（
班
長　
水
戸　
保
）

　

コ
ロ
ナ
禍
で
の
開
催
と
な
っ
た

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
課
題
に
活
発

な
意
見
交
換
が
で
き
た
こ
と
は
、
大

変
意
義
の
あ
る
こ
と
と
考
え
る
。

　
開
催
に
当
た
っ
て
、
町
内
会
役
員

さ
ん
の
声
か
け
に
よ
り
、
参
加
者
が

増
え
た
こ
と
に
感
謝
し
て
い
る
。

　
議
員
定
数
・
報
酬
の
テ
ー
マ
に
つ

い
て
は
、「
限
ら
れ
た
時
間
で
は
話

し
切
れ
な
い
、
別
の
機
会
に
し
て
」

と
の
指
摘
が
あ
っ
た
。
今
後
十
分
に

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
感
じ
た
。

�

（
班
長　
石
垣
昭
一
）

　
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
十
分
な
感
染
症

対
策
を
し
て
議
会
報
告
会
を
開
催
し

た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ

い
て
の
各
地
域
の
現
状
や
問
題
点
、

意
見
、
要
望
が
多
数
出
さ
れ
た
。
議

員
定
数
・
報
酬
に
つ
い
て
は
さ
ま
ざ

ま
な
意
見
が
出
さ
れ
た
。
ま
た
、
女

性
も
若
者
も
参
画
し
や
す
い
市
民
目

線
の
議
会
改
革
を
し
て
ほ
し
い
と
の

意
見
や
議
員
の
活
動
の
見
え
る
化
が

重
要
で
あ
る
等
、
意
見
を
伺
う
こ
と

が
で
き
大
変
参
考
に
な
っ
た
。

�

（
班
長　
山
口　
桂
子
）

　
天
童
市
議
会
で
は
、
市
民
の

皆
さ
ま
に
議
会
の
活
動
状
況
を

知
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

議
会
や
市
に
対
す
る
ご
意
見
を

伺
う
た
め
、
議
会
報
告
・
意
見

交
換
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
５
月
１８
日
か
ら
２０

日
ま
で
市
内
１２
カ
所
で
開
催
し

ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
防
止
対
策
の
た
め
事
前

申
し
込
み
制
と
な
り
ま
し
た

が
、
１
３
４
人
の
方
に
参
加
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
議
会
へ
の
ご
意
見
、
ご
要
望

等
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
貴
重

な
声
と
し
て
対
応
を
協
議
し
、

議
会
に
お
け
る
政
策
立
案
や
政

策
提
言
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま

す
。

　

な
お
、
各
会
場
の
報
告
書

は
、
議
会
報
告
会
で
の
質
問
に

つ
い
て
の
回
答
を
含
め
、
市
立

公
民
館
及
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
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○会場ごとの参加者数
参加者へのアンケート　集計結果

天童南部天童中部天童北部 成　生 蔵　増 寺　津 津　山 山　口 高　擶 長　岡 干　布 荒　谷
２４ １５ ７ ２１ １４ ５ １１ ７ ９ ６ ７ ８

参加者合計 アンケート回答者数 アンケート回答率
１３４ １２４ ９２．５％

○議会・議員に対する意見・要望等（自由記載欄の抜粋）

どちらともどちらとも
言えない言えない
２７%２７%

評価しない評価しない
２％２％

未記入２３％未記入２３％

３０歳代２％３０歳代２％
未記入４％未記入４％

未記入２％未記入２％

４０歳代４％４０歳代４％
５０歳代８％５０歳代８％

７０歳代７０歳代
３４％３４％ ６０歳代６０歳代

４４％４４％

８０歳以上４％８０歳以上４％

６〜９回目６〜９回目
１２％１２％

２〜５回目２〜５回目
３１％３１％

はじめてはじめて
５２％５２％

１０回目以上３％１０回目以上３％

アンケート集計結果

議
会
報
告
・
意
見
交
換
会

議
会
報
告
・
意
見
交
換
会

の
運
営
等

の
運
営
等

議
員
・
議
会
へ
の
要
望
等

議
員
・
議
会
へ
の
要
望
等

市
政
へ
の
意
見
・
要
望
等

市
政
へ
の
意
見
・
要
望
等

評価する
48%

議員定数・議員報酬に関するご意見は
次ページです。

◆�

全
体
が
フ
リ
ー
に
発
言
で
き

る
雰
囲
気
作
り
。

◆�

フ
リ
ー
な
内
容
も
良
い
が
、

統
一
テ
ー
マ
も
必
要
で
は
な

い
か
。

◆��

議
会
改
革
の
進
め
方
を
市
民

が
分
か
る
よ
う
に
お
知
ら
せ

願
い
た
い
。

◆��

除
雪
に
関
し
て
、
住
宅
に
排

雪
す
る
場
所
が
な
い
の
に
固

い
雪
の
か
た
ま
り
の
山
が
置

い
て
行
か
れ
る
。
仕
事
が
終

わ
っ
て
疲
れ
て
帰
っ
て
も
車

◆�

議
会
報
告
の
説
明
が
分
か
り

や
す
く
大
変
助
か
っ
た
。

◆��

参
加
者
が
少
な
か
っ
た
た

め
、
一
人
ひ
と
り
自
由
に
発

言
す
る
こ
と
が
で
き
良
か
っ

た
。

◆�

具
体
的
活
動
、
成
果
が
な

か
っ
た
こ
と
は
残
念
だ
が
、

意
見
に
対
し
て
真
摯
に
答
え

て
も
ら
い
良
か
っ
た
。

◆��

出
席
議
員
全
員
の
発
言
が
な

か
っ
た
の
が
残
念
。

◆��

議
会
だ
よ
り
を
１５
日
発
行
に

し
て
ほ
し
い
。

◆��

議
員
提
出
の
議
案
が
も
う
少

し
多
く
て
も
良
い
と
思
う
。

◆��

議
会
、
各
議
員
の
発
信
力
を

高
め
て
い
く
の
も
必
要
と
思

う
。

を
入
れ
る
こ
と
も
で
き
ず
、

ま
ず
除
雪
。
こ
う
い
っ
た
苦

情
は
多
い
は
ず
な
の
に
な
ぜ

改
善
さ
れ
な
い
の
か
。

◆��

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
予

約
は
、
年
齢
順
と
か
地
区
別

で
対
応
す
べ
き
と
思
う
。
今

後
混
乱
し
な
い
よ
う
対
策
検

討
願
う
。

◆�

天
童
市
の
少
子
化
問
題
。
子

ど
も
が
産
ま
れ
る
と
家
族
も

地
域
も
笑
い
が
あ
ふ
れ
る
。

【年齢】

【評価】

【参加回数】

てんどう市議会だより №173てんどう市議会だより №17313



５月の議会報告・意見交換会で出されたご意見５月の議会報告・意見交換会で出されたご意見
◇�議員定数は現在の人口割にしては２２名で良
いと思う。市民の声をより多く聞くために
も必要。

◇�昔の議員は本業があり副業で議員をしてき
た。今ではいろいろな要望があるので、議
員は専業でしなければならない時代になっ
たので大変だと思う。

若い世代はネットから情報を得てい
る。ネットによる情報発信をして、議
員活動の「見える化」を進めてほしい。

政務活動費は制約があるため報酬
から支出する部分があると聞いて
いる。そうしたことを考えると報
酬は少ないと思う。報酬を上げて
質の高い活動をしてほしい。

�公約が実現するまでの働き
かけの様子を市民は知らな
い。働きかけの様子の動画
をアップしてはどうか。
若者はストーリー性を好む。

青年会議所の事業としてクロス
トークの機会を作りたい。

赤塚　弘行さん
髙橋　和也さん
渡部　潤一さん
菊地実穂子さん

◇�２２名の定数は多いと思われる。報酬に見合
う活動がなされているとは言い難い。もう
少し少数精鋭で活性化を望む。

◇�定数を増やし、その分報酬を下げ、新たな
財源増が発生しないようにしてはどうか。

◇�今後若手議員を増やすためにはやりがいや
やる気などではなく、自身の生活の見通し
を立てられる額の報酬である。現在の額で
は会社を辞めてまで飛び込める状況ではな
い。

◇�議員定数は適していると思うが、報酬は山
形県でも高い金額をもらい過ぎていると思
う。

◇�若者が政治、議会にもっと関心を持てるよ
うな活動を望みたい。

◇�なり手が少ないのは報酬が少ないからだと
いう安易な考えはやめた方がいい。

◇�今後、多様な人材から市政に興味をもって
もらい、議会の活性化につながる定数や報
酬を望む。

天童青年会議所
意見交換しました！

令和３年令和３年88月月11日発行日発行 14



di
sc
ussion！

議員定数・議員報酬はどうあるべきか議員定数・議員報酬はどうあるべきか

市内各団体の皆さんとの意見交換会市内各団体の皆さんとの意見交換会

　天童市議会では、令和２年１２月に議員定数・議員報酬検討特別委員
会を設置し、議員定数・報酬の見直しについて協議を進めています。
　今回は、若い世代の方のご意見を伺うため、６月１４日に天童商工会
議所青年部、１６日に天童青年会議所の皆さんと意見交換会を実施しま
した。各団体ともに活発な意見交換が行われました。

定数は現状のままで
いいのでは。
生活基盤の安定を考
えると報酬は上げて
もいいのでは。

選挙に立候補する人
間が少ないのと定数
の問題は切り離して
考えるべきだと思う。

もっと議員の情報発
信をするべきだ。

議会の運営をするのに必要な
人数がいれば十分である。

自治会の会長や区長のなり手
がいなくなっている。
�地域の互助のシステムが機能
しなくなりつつある。

天童商工会議所
青年部

矢萩　洋美さん
武田　英司さん
古澤　裕之さん
伊藤　智章さん
山口健太郎さん

特集２

意見交換しました！

てんどう市議会だより №173てんどう市議会だより №17315



安全に渡るために

日 月 火 水 木 金 土
８/２２ ２３ ２4 ２5 ２6 ２７ ２８

２９ ３０ ３１ ９/１ ２ ３ 4

5 6 ７ ８ ９ １０ １１

１２ １３ １4 １5 １6 １７ １８

１９ ２０ ２１ ２２ ２３ ２4 ２5

２6 ２７ ２８ ２９ ３０ １０/１ ２

柳
やなぎ
谷
や
　邦
くに
子
こ
（南小畑）

　
民
生
・
児
童
委
員
と
し
て
定

期
的
に
通
学
路
の
交
差
点
に
立

ち
、
天
童
南
部
小
児
童
の
登
校

を
見
守
っ
て
い
ま
す
。
地
域
の

方
か
ら
、「
ム
サ
シ
と
さ
と
う

ウ
ィ
メ
ン
ズ
の
所
に
も
横
断
歩

道
が
あ
る
と
い
い
ね
」
と
い
う

声
や
「
シ
ル
バ
ー

カ
ー
を
押
し
て
渡
る

の
が
と
て
も
怖
い
」

と
の
声
が
聞
か
れ
ま

し
た
。
確
か
に
、
イ

オ
ン
が
で
き
て
か
ら

車
の
交
通
量
が
急
激

に
増
え
た
う
え
に
、

病
院
側
を
巻
く
よ
う
に
カ
ー
ブ

に
な
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
や
っ
て
く
る
車
の
多
く
は

ス
ピ
ー
ド
を
緩
め
る
こ
と
な

く
、
交
差
点
を
通
過
し
て
い
き

ま
す
。

　
歴
代
町
内
会
長
の
数
年
来
の

取
組
み
も
あ
り
、
こ
の
た
び
横

断
指
導
線
が
引
か
れ
、
横
断

旗
・
看
板
が
設
置
さ
れ
る
運
び

と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
は
地

元
市
議
の
ご
協
力
も
あ
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
白
線
２
本
の
指

導
線
だ
け
で
は
運
転
者
も
気
付

き
に
く
く
、
危
険
は
容
易
に
は

解
消
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
６
月
定
例
会
に
お
い
て
指
導

線
の
効
果
に
関
す
る
質
疑
を
傍

聴
す
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
横
断
歩
道
と
指

導
線
は
横
断
者
・
歩
行
者

の
数
に
よ
っ
て
分
か
れ
、

指
導
線
は
注
意
喚
起
の
レ

ベ
ル
で
あ
り
、
規
則
に
よ

り
白
線
限
定
の
よ
う
で
す
。

　
や
っ
と
設
け
ら
れ
た
指

導
線
で
す
。
活
か
す
手
立

て
や
工
夫
は
な
い
も
の
で

し
ょ
う
か
。
他
県
に
は
白
線
に

加
え
て
、
例
え
ば
青
線
な
ど
を

入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
目
に
付

き
や
す
く
し
て
い
る
例
が
あ
る

こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
車
社
会

の
定
着
と
住
民
の
高
齢
化
が
進

ん
で
い
ま
す
。
被
害
者
も
加
害

者
も
つ
く
ら
な
い
、
安
全
な
地

域
で
あ
る
よ
う
願
う
ば
か
り
で

す
。

編
集
後
記

高
齢
者
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
一

段
落
し
、
若
い
世
代
へ
の
接

種
予
約
が
始
ま
っ
た
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
変
異

株
は
感
染
力
が
強
い
と
い

う
。
こ
れ
ま
で
以
上
の
感
染

防
止
対
策
が
必
要
だ
ろ
う
。

５
月
の
議
会
報
告
・
意
見

交
換
会
で
は
、
市
政
へ
の
市

民
参
画
、
議
員
・
議
会
の
あ

り
よ
う
な
ど
い
ろ
ん
な
意
見

を
い
た
だ
け
た
。

議
会
だ
よ
り
が
市
政
へ
の

か
け
は
し
の
一
端
と
な
る
よ

う
努
め
た
い
。

�

（
伊
藤
和
子
）

《
広
報
委
員
会
》

　
委 

員 

長　
三
宅　
和
広

　
副
委
員
長　
伊
藤　
和
子

　
委　
　
員　
佐
藤　
俊
弥

　
　

 

〃 　
　
笹
原　
隆
義

　
　

 

〃 　
　
古
澤　
義
弘

　
　

 

〃 　
　
佐
藤　
孝
一

９月定例会の日程（予定）

※請願の締め切りは、８月１９日（木）正午の予定です。
※日程は変更になる場合があります。詳しくは議会事務局までお問い合わせください。

予算特別委員会

常任委員会

本会議
（初日）

決算特別委員会

常任委員会

本会議

決算特別委員会

本会議
（一般質問）

決算特別委員会

本会議
（一般質問）

決算特別委員会

インターネットで生中継します。

６月１６日　寺津小学校３年生の議場見学６月１６日　寺津小学校３年生の議場見学
天童市議会ギャラリー天童市議会ギャラリー

本会議

本会議
（最終日）
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